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						大正期に、新聞広告、商業ポスター、マッチなどの商品パッケージ等、広告を中心に重要視されるようになったタイポグラフィーだが、特に大正2年（1913）ころから映画広告に登場し、「キネマ文字」と呼ばれるようになった。

映画（当時で言う「活動写真」）は寄席、劇場に並ぶ大正期の三大大衆娯楽であり、「キネマ文字」の普及にも大きな力となったはずである。





報知新聞

第 17232 号、5 面、大正 14 年 1 月 22 日発行

東京、報知社

						

					登録日：2023-01-09　投稿者：やんくり


							
							
								ハッシュタグ
（キーワード）	


	ライセンス	[image: ]　著作権なし（CC-0）
	投稿者	やんくり


	管理番号	14


	カテゴリ名	藤本史料ピックアップ




						
					
					
					
					
					
					
					



					前のページへ戻る



					
				

				
				
					
						[image: トップにもどる]
					

					
					
						
							[image: 地図で見る]
						

						
						
						

						
							[image: 情報を探す]
						

						
						
		
			
				 
		

	
						

						
							[image: キーワード]
						

						
						

						

						
						
							
							同じキーワードを持つ記事
							

							
							
							

						



						ログイン	
トップページへ





					

					
				

			

			
		



	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

